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方程式の理論によるこの解過程を用いて，応答の共分散行列を求めているO 第 2 章で得られた路面凹凸
パワースペクトル密度のパラメータ値を用いて，単純桁橋の衝撃係数について考察しているO
第 5 章では，前章の不規則振動解析法を連続桁橋に拡張しているO 桁橋の解析モデルを構造諸元実態
調査に基づいて作成しているo 連続桁橋の 2 乗平均値応答解析結果より，支間中央および中間支点にお
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ける曲げモーメント応答特性を明らかにしているo












(2) 大型トラックの走行車両を 2 自由度系にモデ、ル化する必要があることを示し，この連行荷重列によ
るたわみの 2 乗平均値応答の最大値は支間長が大きくなるに伴って急激に減少することを示し，また，
支間長が大きくなると橋梁の動的応答に及ぼす路面凹凸の影響が小さくなることを示しているo
(3) 斜張橋の衝撃係数について，かもめ大橋の現地振動実験により得られた結果との比較から本解析法
の妥当性を検証している。また，共振車頭間隔の概念を導入し，この間隔で車両を走行させた場合の
斜張橋の動的応答を明らかにし，主桁，塔，およびケーブルについての衝撃係数の合理的な評価を行っ
ている。
以上のように本論文は，走行荷重による動的応答と路面の凹凸特性，連行車両間隔，走行速度などと
の関連性および衝撃係数に関して明らかにしたものであり，得られた成果は橋梁工学上貢献するところ
極めて大である。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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